
 

洛和会丸太町病院で鎮静剤を使用した消化器内視鏡検査を 

受けられた患者様・ご家族の皆様へ 

 

鎮静剤を使用した消化器内視鏡検査に関する研究へのご協力のお願い 

 

    洛和会丸太町病院では、鎮静剤を使用した消化器内視鏡検査の安全性および有効性を評

価することを目的として、後ろ向き観察研究を実施いたします。本研究では、過去に当院

で鎮静剤を使用して消化器内視鏡検査を受けられた患者様の診療録情報を利用するととも

に、一部の患者様を対象として実施したアンケート結果を解析いたします。なお、本研究

は通常の診療で得られた情報を用いて行うものであり、新たな検査や治療をお願いするも

のではありません。 

    

   研究の目的 

    当院において鎮静剤を使用して実施した上部消化管内視鏡検査および下部消化管内視鏡

検査を対象に、診療録情報を用いて鎮静関連有害事象の発生状況を調査し、鎮静剤使用の

安全性と有効性を評価します。また、患者様アンケートの結果を解析し、患者様の視点か

ら検査時の苦痛や満足度を評価するとともに、苦痛軽減に寄与する要因や今後改善すべき

課題について検討することを目的としています。 

 

   研究の方法 

   ・対象となる患者様について 

2020年1月1日から2027年3月31日までの間に洛和会丸太町病院において鎮静剤を使用し

た消化器内視鏡検査（上部消化管内視鏡検査または下部消化管内視鏡検査）を受けられた

患者様を対象とします。 

・方法について 

 本研究は、対象患者の診療記録から以下の情報を収集し解析を行います。 

性別、年齢、BMI、併存疾患、飲酒歴、内服薬、検査種別、鎮静剤の種類と投与量、鎮静に

関連する有害事象、検査時間、リカバリー時間、鎮静効果、拮抗薬使用の有無など 

また、患者アンケートの結果から以下の項目についても検討を行います。 

鎮静の満足度、検査痔の苦痛度、検査後の症状、検査全体に関する満足度など 

 

 



 

・資料の管理について 

収集した情報は研究用に匿名化し、個人を特定できる情報を削除したうえで管理します。

また、本研究の成果を学会発表や論文等で公表する場合にも、個人が特定されることはあり

ません。 

   

   研究への参加を希望されない場合 

ご自身またはご家族の情報を本研究に使用することを希望されない場合は、下記の連絡

先までお申し出ください。お申し出いただいた場合は、研究対象から除外いたします。なお

申し出がない場合には、本研究への参加についてご同意いただいたものとして取り扱わせて

いただきます。 

  

 研究に関する資料閲覧について 

ご希望があれば、個人情報の保護及び本研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、研

究計画及び研究の方法に関する資料を入手又は閲覧することができます。その場合は、下

記までご連絡ください。 

 

 倫理審査について 

    本研究は、洛和会研究倫理審査委員会の審査を受け、承認された研究です。本研究に関

するご質問等がございましたら下記までお問い合わせださい。 

 

 

連絡先 

    洛和会丸太町病院 消化器センター内科 

     研究責任者  

副部長  陶山 遥介    電話：075− 801− 0351 


